
広報ワーキングチーム	 会議録	

	

	 会	 議：２０２０年度第３回（こむ１会の広報活動の進め方について）	

	 日	 時：２０２１年５月２５日（火曜）１３時３０分〜１５時３０分	

	 場	 所：オンライン会議（ZOOM）	

	 参加者：（運営委員）村中・中下・榎本・東	

	

1.ホームページの更新・刷新について	

	 	 	現在	

※財団プラザコムのサーバースペースを間借り（無料、独自ドメインも財団のもの）	

	 	 	 ※財団のホームページが運用を検討中で、現在の状態を維持するか不明のため、	

「こむ 1会の方の努力で行ってほしい」との結論、相互リンクは今後もしたい。	

	

	 	 	 今後	

※こむ１会でホームページも、独立運営を検討する必要あり。	

※携わる者が誰であってもできる環境や仕組みが必要（簡便な仕組み）	

							↓	

＊レンタルサーバーについて（ワードプレス対応）	

＜無料サーバー＞	

・XFREE（2GB・広告有り）	

・スターサーバーフリー（2GB・スマホ広告有り）	

・XREA（1GB・広告有り）	

	

＜有料サーバー＞	

・XREA（100GB・転送制限 64GB/日）\2,520/年	

・バリューサーバーエコ（50GB・転送制限数値設定なし=状況次第）\2,200/年	

・コアサーバーCORE-MINI（120GB・転送量無制限）\2,619/年	

独自ドメイン/	

・com	（初年度\990）	 \1,408/年	

・net	（初年度\1,250）\1,628/年	

・org	（初年度\1,260）\1,628/年	

・site（初年度\95）	 \3,278/年	

	

上記を踏まえての提案	

・	コアサーバーCORE-MINI（120GB・転送量無制限）\2,619/年	

・	.com（初年度\990）	\1,408/年	

初年度\3,609/年（通常\4,027/年）については運営委員会に図る（承認事項）	

	



＊独自ドメイン案→	comonenet.com				コムワンネット・ドットコムなど	

	

こむ１会のホームページのリニューアル案	

ぷらざこむ１のポータルサイト	

コ ム ワ ン ネ ッ ト  

https://comonenet .com 

	
ポータルサイトのポータル（Portal）は「玄関」や「入り口」という意味があり、
インターネットにアクセスするときの入り口となる Web サイトのことをポータル
サイトといいます。	
「○○観光ナビ」、「○○オンライン」など特定の分野の情報を集めた総合サイトの
ようなもの。	

	

目的 	 	

	ぷらざこむ１のことが何でもわかる情報掲載サイト（ホームページ）を目指す。	

	

内容 	

1.  ぷらざこむ１の利用の仕方（解説）	

2.  ぷらざこむ１の運営について（こむ１会による運営の仕組みの解説）	

3.  利用者に有益な情報提供	

Ø  こむ１会運営委員会等の最新情報（議事録・ワーキングチームの話題）	

Ø  グループの活動情報の掲載・閲覧（グループ紹介）	

4.  利用者の意見や提案の受付	

Ø  意見提案の投稿欄（フォーム）	

Ø  テーマごとのフォーラム	

5.  こむ１会のアーカイブス（各種マニュアル・会則・引き継ぎメモ）	

	

	

方針 	

	 ワードプレスを用いて、投稿等で誰もがわかりやすいものにする。	

	 ・数年先においても大きな変更が起きにくい仕組み（簡単な方法で更新可能）	

	 ・ゆるきゃらを用いたり、動画を用いたりして、わかりやすい説明で記載	

	

作業の進め方 	

・ 	各文章（ページ・記事）で、情報を持っている経験者に原稿依頼したい。	

例：会計の仕事のやり方について、ぷらざこむ１の成り立ちについて	

	

ページ構成（サイトマップ）案 	

こむ１会について	



├こむ１説明	

├会則	

├細則	

├総会	

│└議事録	

└運営委員会	

	 ├代表/会計/総務	

	 └議事録	

登録グループ	

行事予定・記録・写真	

お知らせ・通信	 ←	 大幅刷新予定？	

リンク	

	

	

2.広報誌の発行ついて	

	 ・館内で一般配架、掲示	

・	発行部数を減らせないか（データのみでも良いのでは？）	

・	デジタル優先的な発行	

・	内容について	

Ø なんのために「目的」	 ぷらざこむ１の中の様子やこむ１会の活動を伝える	

Ø 「対象者」	 	 会員同士の情報誌面。	

² 来館者に対しては印刷物・掲示。	

² 誌面印刷して持ち帰り用。	

	

3.案内動画の作成チームを募集する。	

	 	 ・施設案内の５分間の動画。館内案内にも使えるような内容。	

	

4.メールマガジン（メール配信）の整備について	

	 	 ・個人単位で配信される仕組み（登録や解除も）を新たにつくる。	


